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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第107期
第１四半期
連結累計期間

第106期

会計期間
自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (百万円) 892 3,967

経常損失（△） (百万円) △39 △22

四半期(当期)純損失（△） (百万円) △40 △28

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △26 △22

純資産額 (百万円) 1,545 1,572

総資産額 (百万円) 4,434 4,356

１株当たり四半期(当期)
純損失（△）金額

(円) △5.18 △3.64

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 34.9 36.1

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また１株当た

り四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。

４　当社は、第106期の期末より連結財務諸表を作成しているため、第106期第１四半期連結累計期間については記

載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。　

　
(1) 業績の状況　　

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の金融・財政施策や各種の経済対策等の効果

により、円安や株価の大幅な上昇等の動きが見られ、輸出関連企業を中心に景気回復感が高まりつつあり

ます。

一方で、円安により輸入原材料の調達価格が上昇してきており、国内製造業の収益圧迫要因となり、設

備投資の回復力は緩慢で、先行指標である機械受注の状況は、依然として低調な推移をたどっておりま

す。

こうした中で、新製品、新技術の開発に注力するとともに、国内需要にとどまらず海外での新規需要の

掘り起こしに積極的に取り組んでまいりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の受注高は1,224百万円、売上高は892百万円となりましたが、損

益については、営業損失が43百万円、経常損失39百万円、四半期純損失40百万円の計上となりました。

なお、平成25年３月期第１四半期は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、前年同累計期間と

の比較分析は行っておりません。

以下主なセグメントの業績についてご説明申し上げます。

（電源機器）　

電源機器は、前期の後半から、市場に投入しました独自の技術により省電力を実現した新小型インバー

タ式電源を積極的に販売してまいりました。その結果、受注高は223百万円、売上高は216百万円となりま

した。

（表面処理装置）

表面処理装置は、昨年の秋に発足しました子会社による現地顧客ニーズに合致した海外生産拠点の設

備需要に対する営業の強化等により、受注の拡大を図りました。その結果、受注高は598百万円、売上高は

332百万円となりました。
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（電気溶接機）

電気溶接機は、新規・更新需要に対して積極的に取り組み、受注高は142百万円、売上高は201百万円と

なりました。

（環境機器）

環境機器は、受注高は128百万円、売上高は89百万円となりました。

　
(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べ1.8％増加し3,614百万円となりました。これは、現金及び預金が

195百万円減少したものの、受取手形及び売掛金が144百万円、仕掛品が120百万円増加したことなどによ

ります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ1.8％増加し820百万円となりました。これは、投資その他の資産

が18百万円増加したことなどによります。　

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ1.8％増加し4,434百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べ5.0％増加し2,103百万円となりました。これは、支払手形及び買

掛金が27百万円増加したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ0.4％増加し785百万円となりました。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ3.7％増加し2,888百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ1.7％減少し1,545百万円となりました。これは、利益剰余金が

40百万円減少したことなどによります。　

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題                                                   　　

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題についての重要な変更はありま

せん。

　
(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発活動の総額は26百万円であります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,843,000 7,843,000
名古屋証券取引所　　市

場第二部
単元株式数　1,000株

計 7,843,000 7,843,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年６月30日 ― 7,843 ― 503,000 ― 225,585

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成25年３月31日の株主名簿により記載しております。

　

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年6月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 普通株式　 77,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,631,000
7,631 ―

単元未満株式
普通株式

135,000
― ―

発行済株式総数 7,843,000― ―

総株主の議決権 ― 7,631 ―

(注) １　「単元未満株式」には当社所有の自己株式36株を含めております。

２　「完全議決権株式(その他)」の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株(議決権３個)含まれて

おります。

② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

㈱中央製作所
(自己保有株式)

名古屋市瑞穂区内浜町
24番１号

77,000 ― 77,000 0.98

計 ― 77,000 ― 77,000 0.98

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

なお、前連結会計年度より連結財務諸表を作成しており、前第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで）は四半期連結財務諸表を作成していないため、四半期連結損益計算書及び四

半期包括利益計算書に係る比較情報は記載しておりません。

　
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任　あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,324,601 1,128,925

受取手形及び売掛金 ※
 1,518,942

※
 1,662,948

商品及び製品 72,025 62,282

仕掛品 467,648 588,311

原材料及び貯蔵品 102,419 116,589

その他 66,665 56,213

貸倒引当金 △1,200 △1,200

流動資産合計 3,551,102 3,614,070

固定資産

有形固定資産 304,165 300,513

無形固定資産 12,440 12,255

投資その他の資産 489,284 507,445

固定資産合計 805,890 820,214

資産合計 4,356,992 4,434,285

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 820,225

※
 848,047

短期借入金 840,000 840,000

未払法人税等 3,966 1,985

その他 338,951 413,406

流動負債合計 2,003,143 2,103,438

固定負債

退職給付引当金 531,647 539,865

役員退職慰労引当金 222,200 210,600

その他 27,952 34,796

固定負債合計 781,800 785,262

負債合計 2,784,943 2,888,701

純資産の部

株主資本

資本金 503,000 503,000

資本剰余金 225,585 225,585

利益剰余金 738,575 698,346

自己株式 △11,612 △11,612

株主資本合計 1,455,549 1,415,320

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 113,790 125,345

為替換算調整勘定 2,709 4,918

その他の包括利益累計額合計 116,500 130,264

純資産合計 1,572,049 1,545,584

負債純資産合計 4,356,992 4,434,285
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 892,726

売上原価 720,195

売上総利益 172,530

販売費及び一般管理費 215,705

営業損失（△） △43,174

営業外収益

受取利息 18

受取配当金 2,963

為替差益 2,715

その他 703

営業外収益合計 6,401

営業外費用

支払利息 2,238

持分法による投資損失 354

その他 198

営業外費用合計 2,791

経常損失（△） △39,564

税金等調整前四半期純損失（△） △39,564

法人税、住民税及び事業税 664

法人税等合計 664

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △40,228

四半期純損失（△） △40,228
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △40,228

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 11,555

為替換算調整勘定 2,208

その他の包括利益合計 13,763

四半期包括利益 △26,465

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △26,465

少数株主に係る四半期包括利益 －
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　    該当事項はありません。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。な

お、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 52,054千円 47,469千円

支払手形 135,832千円 135,440千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。　

　
当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 9,085千円

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 報告セグメント
その他
　(注1)

合計
調整額　　
　　　（注
２）

四半期連
結損益計
算書計上
額（注
３）

　 電源機器
表面処理
装置

電気溶接
機

環境機
器

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 216,103332,439201,61689,565839,72453,001892,726 ― 892,726

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ― ― ―

計 216,103332,439201,61689,565839,72453,001892,726 ― 892,726

セグメント利益又は損失
（△）

44,66547,99729,28427,260149,20717,441166,649△209,824△43,174

(注) １「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、試験装置、計測器等が含まれており

ます。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額△209,824千円は、各報告セグメントに配分していない一般管理費等

であります。

３　セグメント利益は、連結財務諸表の営業損失（△）と調整を行っております。
　　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

項目
当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

    １株当たり四半期純損失金額 △5円18銭

    (算定上の基礎) 　

    四半期純損失金額(千円) △40,228

    普通株主に帰属しない金額(千円) ―

    普通株式に係る四半期純損失金額(千円) △40,228

    普通株式の期中平均株式数(株) 7,765,964

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月12日

株式会社中央製作所

取締役会  御中

　

有限責任　あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    井　上　　嗣　平　　印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    齋　藤　　英　喜    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社中央製作所の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成
25年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社中央製作所及び連結子会社の平成25
年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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